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に o から 4 までの 5 種類の色を塗ります.する

と，どの 2 色を交互にたどっても， 6 個の頂点、を 1 度

ずつ通って元にもどりま

す.正八角形の 8 辺と 20

本の対角線についても

0 から 6 までの 7 種類の

色を使って，どの 2 色も

8 個の頂点を 1 度ずつ通 2

るように塗り分けてくだ

さい.
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(4 月号 (231ベージ)の解答〕 三角形の 1 辺BCに平

行に，点Mから線分MN，点Gから線分GHをそれぞれ

閃のように引く.すると， ABはAMの 4 倍であるから，

MN=B C/4 

となる.また， CNはCGの 3 倍であるから，

GH=MN/3 =B C/12 

となる.ところで，ム FBC とム FGH は相似形であ

り，点、 Fから対辺までの高さの比は12: 1である.一方，
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点、Aから辺BCまでの高さは，点Gから辺BC までの高

きの 4倍であるから，点、 Fから辺BC までの高さの

4x 13/12=13/3 (倍)

となる.よって，ム FBC の面積はムABC の面積の

3/13倍となる.まったく同理由で，ムDCA とム EAB

の面積もそれぞれムABCの面積の3/13倍となるから，

これらの 3 つの三角形の面積の和は9/13倍である.よっ

て，残りの部分として与えられる 6DEF の面積は，

6ABCの面積の4/13倍となる.なお，この方法は一般

の n 等分についても適用できる( 1 J. 
( 1) Graham, L. A. , Ingenious Mathematical 

Proble押zs and Methods, Dover Pub. , New 

York , 1959. 中村義作信州大学工学部)
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